
第 47回修習技術者支援セミナー（高知・愛媛＠WEB）報告 
R4.1.17(火) 

１．実施概要 

・件名：第 47回修習技術者支援セミナー 

・日時：令和 5年 1月 17日（火）18：30～19：50 

・場所：ZOOMによる WEBセミナー 

・次第：①技術士試験と修習のあり方について

（修習委員 佐川徳和氏） 

②修習技術者研究発表（技術士補：建設 

片山直道氏） 

・参加者：全出席者数 24人（下表のとおり） 

【第 47回修習技術者支援セミナー参加者内訳】 

 
 

２．技術士試験と修習のあり方について 

・講演時間：18：40～19：10 

・講演者：修習技術者支援委員会委員 佐川徳和氏 

 これまで、各県の委員がそれぞれ独自に作成し

た資料をもとにセミナーの説明が行われてきたが

項目が統一されておらず、その内容は個人の采配

に委ねられていた。 

このような背景から、令和 4年度に修習技術者

支援委員会内で資料整備 WGが結成され、修習技術

者向けの統一資料を数カ月かけて作成してきた経

緯がある。今回のセミナーは、その統一資料をも

とに説明が行われる（効果を試す）初の試みとな

った。 

 
【佐川委員の講演の様子（PCキャプチャ画像）】 

佐川委員からは、技術士制度、修習課題と資質

能力、修習のあり方、修習事例について説明があ

り、加えて 25歳の最年少で技術士（建設部門）に

合格した女性に関する話題提供があった。 

３．修習技術者研究発表について 

・講演時間：19：10～19：40 

・講演者：株式会社第一コンサルタンツ 設計部

橋梁構造課 片山 直道氏 

 当セミナーで初の試みとなった修習技術者発表

の第 1段であり、今後継続すべき大変有意義な 1

コマである。片山氏からは修習事例報告として、

自身が修習技術者として日々行っている業務への

取り組みと自己研鑽等についての報告が行われ

た。 

 
【片山氏の講演の様子（ZOOM画面共有によるスラ

イド説明）：コンピテンシーに沿った内容】 

 特に、専門技術能力（専門知識）の向上を目指

すため、以下の点について日々意識しているとの

報告があった。 

■業務中で新たに得た知識は、出展や原理・根拠

等の確認を行う。 

■関連する文献等はできる限り確認する 

■専門分野の新技術などは、できるだけ試行を行

う。 

■基礎知識向上のため、関連する資格試験受験を

心がける（土木学会認定試験、RCCM、コンクリ

ート診断士等） 

これらは業務に対する現状把握やモチベーショ

ン向上につながっているとのことであった。 

 
【参加者全員のスクリーンショット】 

 

４．セミナー後のアンケート結果 

アンケート結果を次頁以降に示す。セミナーに

はテーマや内容・時間的余裕・開催方式など制約

はあるものの、全ての回答者から「参加したい」

との回答があった。また，発表者の確保が課題で

あるのと意見があった。
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［今後の修習技術者発表］ 

 

 今後は具体的な実業務に関する事案をあげてもらい、問題抽出・分析⇒課題遂行⇒実施後の評価など

を織り交ぜ、発表される方々へ具体的な発表の方向性を示すなど、発表者自身への事前アドバイスが必

要かと思われます。 

 

別紙 

Q12 技術士となるための資質・能力について，あなたが不足していると思われるものを選んでくださ

い（複数回答可）※技術士の方も「高めたい資質・能力」としてお答えください 


